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１．はじめに

近年、地方都市の中心市街地においては商業機能の空洞化が深刻な問題となっている。こ

のような問題にあたっては、回遊環境やアクセス環境などの総合的な都市環境を改善する

ことによって新たな都市魅力を創出し、中心市街地来訪者の増加や回遊行動の活発化を促

進して施設利用度の向上を図っていく必要があると考える。このため、ここでは安全性･利

便性･快適性という視点から中心市街地における人々の諸都市活動活発化を支援しうる効

果的・効率的方策を交通施設整備問題との関係から検討を加えていくこととした。

本研究ではこのような考えにもとづき、まず大規模集客施設利用者の行動実態に関するア

ンケート調査を滋賀県大津市都心地区を対象として行った。そして、その結果にもとづい

て施設利用行動，消費行動，歩行及び自動車による人々の交通行動、等々を取り上げた地

区内行動シミュレーションモデルの開発を行うとともに、実験計画法にもとづく実証的モ

デル分析を通して交通施設整備効果の分析を行った。

２．地区内行動シミュレーションモデル構築に関する検討

  本シミュレーションモデルは、図-1 に示すように来訪施設とその施設までの交通手段の

同時決定を行う選択行動モデル、地区における交通状況を表現する交通流シミュレーショ

ンモデル、徒歩による移動状況

を表現する歩行者シミュレー

ションモデル、施設における消

費行動を表現する施設利用行

動シミュレーションモデル、等

によって構成した。ここでは、

紙面の都合上本シミュレーシ

ョンモデルにおけるある個人

に対する処理のプロセスを図-

2 示し、詳細は発表時に示すこ

ととする。
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３. 地区内行動シミュレーションモ

デルを用いたモデル分析                          

  ここでは、滋賀県の大津市におけ

る交通サービス水準の向上に寄与す

る交通施設整備施策について検討を

加えるため、表-1に示す 20の施策を

それぞれ 4 水準として、実験計画を

L64の直行配列表に割り付け、シミュ

レーション実験を行うこととした。

なお、特性値としては、円滑な交通

流の実現という視点から全車両の平

均走行速度[km/h]、歩行者の快適な

アクセス・回遊環境整備という視点

から歩行者の平均信号待ち時間[sec]

等を設定し、シミュレーション実験

を行った。続いて 64 回のシミュレー

ション実験結果に対して、特性値別に

分散分析を行い、各施策の主効果に関

する寄与率を各々算出したが、その結

果は発表時に示すこととする。

 

４．おわりに

本研究では、地区内交通行動シミュレ

ーションモデルを開発し実験計画法に

基づくシミュレーション実験を多角的

な視点から行うことにより、滋賀県大

津市都心地区における交通施設整備の

効果に関する検討を行った。今後は、

多様な施設整備事業によって変化する

交通需要の変動を表現できるモデル等

を導入する必要があると考えている。
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図-2　シミュレーションフロー

要因 施策内容 水準1 水準2 水準3 水準4
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表-1　シミュレーション実験対象施策表
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